
令和２年度
八幡市当初予算案の概要



予算編成の基本的な考え方

市長選を控えた骨格的予算として、第５次総計に基づく継続事業を中心に編成
→一般会計予算規模２７４億６千万円（+９.８%）
→【（新庁舎関連を除く） ２４６億６千万円（△０.２１％）】

国補正予算等を活用して、安心・安全対策を前倒しで実施
→２月補正予算対応 ４億円規模（１３か月予算）

義務的経費の増加により、本市財政は引き続き警戒モード
→厳しい財政状況であるが、課題を未来へ積み残さない取組が求められる

第５次総合計画の着実な推進
→Ｈ３０に第５次総合計画を策定 ➡ R２も継続的に推進する必要

歳出増加要因への対応
→消費増税による歳入増の反面、社会保障費の増加や会計年度任用職員制度の開始
等により収支面では予断を許さない状況が継続する見込み

→安定的な財政運営を可能にすることが引き続き課題

R２予算編成の考え方

R１現状認識

１



２

予算規模

新総合計画の６分野と防災・減災対策に集中的に投資
■国補正予算も活用した13か月予算

■災害対応拠点となる新庁舎整備工事の本格的なスタート

■学校の安全対策やまちづくり等、骨格的予算の中でメリハリをつけ予算化

左記の当初
予算に加え、
２月補正にお
いて、

４億円規模の
予算を編成

（１３か月予算）

（単位：千円、％）
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6.144,480,777
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（新庁舎関連を除く） △ 0.2124,660,000
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会　計　名 令和２年度予算額 令和元年度予算額 増減率
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（新庁舎関連を除く） 44,393,653 0.5
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5,455,000

1,669,600

15,023,900

1,952,361

10,700

7,580,600

5,672,800

15,236,100



３

第５次総合計画の概要
（2018-2027）

－Smart Wellness City, Smart Welcoming City－

■ともに支え合う「共生のまち やわた」

～多様な生き方を尊重し合い、共に輝きながら生きていけるまちづくり

■子どもが輝く「未来のまち やわた」

～未来を担う子どもの成長を地域で一貫してサポート

■誰もが「健康」で「幸せ」な「健幸のまち やわた」

～「健康」で「幸せ」に暮らし続けられるスマートウェルネスシティの推進

■自然と歴史と文化が織りなす「観幸のまち やわた」

～歴史と文化が織りなす「観幸／出逢いのまち」

■しなやかに発展する「活力のまち やわた」

～人・物の流れをつくる基盤の整備

■持続可能な「安心・安全のまち やわた」

～市民の生命・財産を守り、持続可能なまちづくりをさらに推進

※次ページ以降に主な事業を掲載



「共生・協働のまちづくり」

多様性を尊重する共生社会の推進

新しい時代を生きる子ども達の学びを応援

４

「子どもが輝く未来のまちづくり」

最適な整備方法等につ
いて、現在検討中
(６月補正以降を予定)

子ども国際交流（マイラン村訪問）

R1～中学生の訪問開始

H29～友好都市マイラン村
とのインターネット交流

交流拡大

R2から

夏休みに訪問を実施

より多くの生
徒が参加でき
る時期に実施

継続

ＧＩＧＡスクール構想プログラミング教育の充実 新規

子ども達が論理的思考を習得でき
るよう、プログラミング教育の教
材を充実

Ｒ２から小学校において新学習指導要領全面実施

英語指導の充実

楽しく英語に親しむことがで
き、自然と習得ができるよう
な教材の導入

新規

プログラミング
教育の必修化

小学校５･６年での
外国語の教科化

男女共同参画プランの改訂
（計画期間：R３から１０年間）

外国語自動翻訳機の配備

障がい福祉計画・障がい児福祉計画の
策定（計画期間：R３～R５） 新

継

継



５

「『健幸』のまちづくり」

やわた未来いきいき健幸プロジェクト 継続

聖火リレー及び採火イベントの実施 新規

・令和元年度は目標参加者数をクリア
・令和 ２年度も着実に参加者を増やし、
【健康意識の向上】、【医療費の抑制】、【広域連携によ
る費用対効果の向上】を目指す

「『観幸』のまちづくり」
広域的な取り組み東京オリンピック・パラリンピック

京都やましろ・
東京しぶや連携交流

新規

採火
イベ
ント
夏頃
開催
予定

この他、
聖火リ
レーの予
定道路の
沿道を整
備

Ｒ１予算
で実施

聖火リレー
５月２７日開催

やましろ地域の市町
村と渋谷区との連携
交流事業を実施

▶広域的な観光ＰＲ
▶特産品の開発

延期（開催日等は未定）



「活力のまち やわた」
橋本駅周辺拠点整備事業（仮設ロータリーの建設）

この他、新名神全線開通に向けた、
府道八幡インター線と府道八幡田
辺線の整備についても、国補正予
算も活用し、しっかりと対応

継続

令和６年度中の完
成に向けて、国補
正予算も活用し、
着実に整備を実施

当初予算 ＋ １３か月予算

「安心・安全のまちづくり」
新庁舎整備事業の本格実施 ～防災拠点機能の確保と市民協働を支える開かれた庁舎～ 継続

整備イメージ

令和５年１月の
開庁に向けて、
本格的に整備を
実施

この他、橋りょうの長寿命化補
修や、水道管路の老朽対策、下
水道の管路改築補修・管路施設
耐震化についても、継続して実
施

６



緊急安心安全対策（R元年度2月補正）

国補正予算等を活用した緊急対策

子ども達の安心安全を最優先にした学校施設への緊急対策を実施

新型コロナウイルスへの臨時・緊急対応

新規

１３か月予算
（４億円規模）

エレベータ設置等のバリアフリー化（中央小）

▶エレベータやスロープ等を設置し、施設のバリアフリー化を図る

グラウンド整備（さくら小、男山中）

▶凸凹が目立つグラウンドを整備し、児童生徒の安全を確保するとともに、運動に打ち込める環境を整備

橋本駅周辺拠点整備（用地取得）

府道八幡インター線整備、府道八幡田辺線整備

橋りょう補強補修設計（光跨道橋 等）

▶活力ある八幡市の基盤づくりを進めるのと同時に、安心・安全への対策をしっかりと推進

７

「活力」ある、「安心・安全」なまちづくりに向けて強力に事業を推進 継続・充実

臨時


